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第６学年 音楽科
教科目標
① 創造的に音楽にかかわり、音楽活動への意欲をたかめ、音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるものに
する態度と習慣を育てます。
② 音の重なりや和声の響きに重点を置いた活動を通して、基礎的な表現の能力を高め、音楽表現の喜びを味わ
うようにします。
③ 音楽の美しさを味わって聴き、様々な音楽に親しむようにします。

学習計画
月 単元・題材名 時数 学習活動
４ ○ふしの重なり合いを味わおう
・歌声のひびき合いを味わいな ・声が重なり合う響きを感じ取って、二部合唱をする。
がら合唱しましょう。 ・曲全体のまとまりや、曲のイメージに合った「速さ」を工夫して
「思い出のメロディー」 ３ 歌う。

５ 「おぼろ月夜」 １ ・情景を思い浮かべて、表情豊かに部分二部合唱をする。
・楽器のひびき合いを味わいな ４ ・グループごとに演奏の仕方を工夫する。
がら合奏しましょう。 ・曲全体のまとまりや音の響きを生かした演奏をする。
「ラバースコンチェルト」 ・それぞれの表現の仕方に気を付けて友達の演奏を聴く。

○世界の音楽に親しもう
６ ・世界のいろいろな国の音楽を ３ ・旋律の特徴や響きの違いを感じ取りながら、世界の国々の音楽を

ききましょう。 聴く。
「世界の国々の音楽」
・音楽のふん囲気を感じながら ４ ・斉唱と合唱を組み合わせるなどの歌い方を工夫したり、言語で歌
演奏しましょう。 ったりする。

７ 「こげよマイケル」 ・曲想を感じ取って、表現の仕方やリズム伴奏を工夫してアンサン
「アンデスのまつり」 ブルを楽しむ。

○いろいろなひびきを味わおう
・いろいろな音楽のひびきをき ・楽器の音やその組み合わせによる響きを感じ取りながら聴き比べ
き比べましょう。 １ る。
「小犬のワルツ 茶色の小びん」/

９ ・歌と楽器が重なり合うひびき ２ ・指導用ＣＤを聴いたり歌詞を読んだりして、想像豊かに二部合唱
を味わいながら演奏しましょ する。
う 「星空はいつも」 ・副次的な旋律を楽器で重ねて、美しく響く演奏を工夫する。。
・楽器の組み合わせを工夫して ４ ・互いの音を聴き合い、全体の響きに気を付けて表情豊かな合奏を
合奏しましょう。 工夫する。
「風を切って」

○重なり合う音の美しさを味わお
う
・音が重なり合うひびきを味わ ３ ・指導用ＣＤを聴き、歌声や楽器の音の重なりの美しさに気づく。10
いながら演奏しましょう。 ・声や音が重なり合う響きの美しさを感じ取りながら、工夫して合
「勇気ひとつを友にして」 唱したり演奏したりする。
・合唱のひびきの美しさを味わ ２ ・大人の声の特徴や美しさを感じ取ったり、いろいろな合唱の演奏
いながらききましょう。 形態に気づいたりする。
「赤とんぼ 箱根八里」/
・和音の響きを味わいながら合 ３ ・声の響き合いを感じ取りながら合唱表現を工夫する。1 1
唱しましょう 「星の世界」。

○曲想を感じ取ろう
・曲想を味わいながら、きいた ４ ・オーケストラの響きを味わいながら音楽を聴く。
り合奏したりしましょう。 ・曲のイメージや情景に合う楽器を選んで演奏する。
「木星」 ・楽器の音色や響きを互いに聴き合って合奏する。
・曲想を生かして合唱しましょ ３ ・自分の声に合うパートを選んで、曲想を生かしながら二重唱や二1 2
う。 部合唱をする。
「一日一歩の未来」
「広い空の下で」

１ ○日本の音楽を味わおう
・楽器のひびきの美しさを味わ ５ ・日本の伝統的な楽器について知る。
いながら、日本の音楽をきき ・日本の音楽の旋律の感じや響きを味わいながら聴く。
ましょう。 ・箏や尺八の音色を味わいながら想像豊かに聴く。
「春の海 「越天楽今様」 ・雅楽の雰囲気を生かした演奏を工夫する。」

２ ○心をこめて演奏しよう
・ひとつひとつの音を大切にし ２ ・短調の旋律の特徴を感じ取って、階名唱したりリコーダーなどで
ながら演奏しましょう。 演奏したりする。
「メヌエット」
・思い出の曲をつくろう。 ３ ・６年間の思い出を詩にして、その詩に合うリズムを考えたり言葉

の抑揚を調べたりしながら、工夫して曲をつくる。
３ ・歌詞の表す気持ちを大切にし ３ ・歌い出しや休符、息つぎの場所などに気を付けて、互いの声部を

て歌いましょう。 聴き合いながら合唱する。
「さよなら友よ」 ・歌詞の内容を味わいながら、心をこめた歌い方を工夫する。
「さようなら」

授業時数の合計 ５０時間

音楽科の評価は
観点 評価基準 評価方法

関 心 ・ 意 欲 ・ ・創造的に音楽にかかわり、音楽活動への意欲を高めるとともに、生活を明 ・学習態度
態度 るく潤いのあるものにしようとしているかどうかという観点から見ます。 ・ 演 奏 内 容 、 演 奏
音 楽 的 な 感 受 ・音楽のよさや美しさを感じ取るとともに、楽曲全体の構成を理解したりし の様子
や表現の工夫 て、表現や鑑賞の仕方を工夫しているかどうかという観点から見ます。 ・ 歌 唱 内 容 、 歌 唱
表現の技能 ・音楽を聴いたり楽譜を見たりして演奏するとともに、豊かな響きのある自 の様子

然でむりのない声で歌ったり、音色の特徴を生かして楽器を演奏したり、音 ・音楽ワーク
楽をつくったりしているかどうかという観点から見ます。 ・テストなど

鑑賞の能力 ・楽曲の構成に気を付けながら曲想を全体的に味わって聴いているかという 総 合 的 に 評 価 し ま
観点から見ます。 す。
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